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　　項目に分けた。
　1については，正しいポリネック，装具装着はできた
がはずす時期がわからない人が多かった。
　2については衣服の着脱，洗面，食事，トイレなどの
動作が不安であることが多かった。
　3に：ついては，スポーツ，仕事をする際の開始時期と
頸椎の可動域に対してが，把握されていなかった。
　4，5については術後症状についての不安があるとい
う意見であった。
　これらのアンケートの結果，日常生活状況や不安に思
っている事などが具体的に把握できた。
　上記をもとに私達は，退院指導要項を作成したのでこ
こに発表します。
g
s）
ム
塾
き
ト
N．
．く ／
工
”o’
V（．一一X
fto
g＞
、・ρr蟹
誠．
ノ
ζク　「
一2
f
co
i
〈日常生活について〉
1）洗 面一最初は入院中と同様温タオルで顔を拭く。その后
　　　ポリネック使用のみとなったら石けん使用も良い
　　　と思います。
2）衣服の着脱一下着を着て装具をつけるようにしましよう。なる
3）入
4）食
5）就
　　　　☆少しでも自分の身体の良い状態が保てるように，
　　　　　生活をしましよう。
〈生活の別製〉
　　疾患の性質上症状の改善には長い期間を要する事が考えられます。運
　　動障害，しびれ感が残っていたり，又，ポリネックや装具を使用する
　　生活が長く，下が見えない事が多いので，転倒など（階段，段差，冬
　　はストーブ）に注意し，身の回りの整理，整頓につとめましょう。
　　　　☆洋式トイレ・シャワーの使用もよいでしょう。
　　　べく服は前開きのものを着ましょう。
浴一ポリネックを装着して入浴しましょう。洗髪はシ
　　　ャワーか’シャワーのない方は，立位叉は坐位で家
　　族に介助してもらいましょう。
事一茶わんなどは目の高さぐらいまでもって来て食べ
　　　ましょう。
寝一枕使用の許可が出るまでは，バスタオルなど低め
　　　のものを使用して寝ましょう。（枕の使用は医師
　　の許可を得てから）布団はなるべく柔らかいものは避
　　けましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分に合2た
MEMO
頸椎手術后のあなたへ
退院おめでとうございます。
　　　このパンフレットを参考に退院后の生活に役立てて下さい。
　　ポリネック装着法とその期間　　　ワ
1）目　的：首の固定と安静
2）種　類：二種類（前方固定用・百方固定用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆1階中央売店にて販売
　　ft／　　　　　　　　　　　　　　　　されています。
　　＼施＿》　　普通・号血盟
　　　　4号　　　　　　　6号
　く前方固定〉　　　〈后方固定〉
　装具の使用方法の注意点　　　（P
1）下顎と後頭部を支えてつける
2）前屈，後屈させない
3）ゆるからず，きつからず
その他の号数は特別に
注文となり，取りよせ
るのに2～3日かかり
ます。
　　　☆自分で退院迄に装着できるように練習する
　　　☆合わない所があったらすぐ装具屋さんと相談して下さい。
4）左右に回わさない
　ポリネック装具の時期　　　（：フ
　　　☆骨癒合の完成には約3ケ月を要する為，ポリネック装具装
　　　　着は必要です。レントゲン写真で，装具をはずす時期は決
　　　　臥します。
　　　　（装具は手術后2～3ケ脂迄・）
　　　　　ポリネックは手術后6ケ月后迄。
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〈継続受診について〉
　　☆臥床期間が長かったため，筋力が衰え，関節が固くなっているため
　　　に退院后も入院時と同じように機能訓練をして，正常な機能に一歩
　　　でも近づけるよう毎日努力して下さい。
　　☆外来通院について
　　　貴方の外来受診日は　　月　　日　　先生です。時間は　　時から
　　　です。
　　☆診察券の作り方について
　　　入院中に予約のしていない人は，医師に受診日を聞いてから退院し
　　　て下さい。診察券は3ケ月迄有効です。それ以后は保険証を持参し
　　　て，診察券を作り直して下さい。
〈家族の方へ〉
　　　患者さんは，退院后も入院中と同じように機能訓練が必要です。普
　　　通の生活va・一日でも早く戻れるよう，暖かく見守り，援助してあげ
　　　て下さい。
（1？かわらないことがありましたら，いつでもお聞き下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9看護婦一同
〈運動・仕事の範囲について〉
　　○スポーツー手術后6ケ月～1年以降である
　　　　　　　　　格闘技及び頸部に激しい衝げきのかかるおそれのある
　　　　　　　　　スポーツは避けた方がよい。
　　o仕　　事一事務系統は手術后3～4ケ月。軽労働は手術后6ケ月
　　　　　　　　　ぐらいから
　　o車の運転一医師と相談
　　　　　☆おおよその目やすは，上記であるが個人差があるので，定期
　　　　　　的に外来受診し，医師の指示を仰ぐようにして下さい。
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